
〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 二 二 二 二 二
市 級 級 級 級 級

平 計 河 河 河 河 河
成 画 川 川 川 川 川
十 法 支 上 乳 波 美 勝
三 に 古 呑 恵 国 納庁
年 よ 丹 川 川 川 川

告七 る 川 河 河 河 河

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
二 知 北 都 市 市 公
級 事 海 市 町 町 有
河 表 道 計 村 村 水
川 彰 の 画 の の 面
折 の 公 指 事 決 決 の
川 受 定 業 定 定 埋
等 賞 金 の に に 立
河 者 融 認 係 係 て

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 河 道 道 道 道 土 知
有 川 路 路 路 路 地 事
水 区 の の の の 収 権
面 域 区 供 区 区 用 限
の の 域 用 域 域 法 に
埋 廃 の の の の に 係
立 止 変 開 変 決 よ る
て 等 更 始 更 定 る 保

第

〇 〇 〇 〇 〇
知 土 道 土 特
事 地 営 地 定
権 改 土 改 非
限 良 地 良 営
に 事 改 区 利 告
係 業 良 が 活
る の 事 行 動
保 計 業 う 法

号

毎
週
火
・
金
曜

月 開 示 河 川 川 川 川
六 発 川 整 整 整 整
日 行 整 備 備 備 備

為 備 方 方 方 方
に 方 針 針 針 針
関 針
す

金 る
工

曜 事
の

日 完
了

川 表 機 可 る る に
整 関 都 都 関
備 及 市 市 す
方 び 計 計 る
針 収 画 画 工

納 の に 事
代 変 関 の
理 更 す し
金 に る ゅ
融 関 図 ん
機 す 書 功
関 る の 認
の 図 写 可

の に 及 事 安
免 よ び 業 林
許 り 供 の の
生 用 認 指
じ の 定 定
た 開 の
廃 始 解
川 除
敷 の
地 予
等 定

安 画 変 土 人 示 目
林 変 更 地 設
の 更 計 改 立
指 の 画 良 の
定 協 の 事 認
議 決 業 証
の 定 の の
適 廃 申
否 止 請
の の
決 認
定 可 次

日
発
行

（ （ （ （ （
河 河 河 河 河
川 川 川 川 川
課 課 課 課 課

一 書 し
部 の の
改 写 縦
正 し 覧

の（
二 縦
件 覧
）
（ （ （ （
都 都 都 砂
市 市 市 防（ （ （

河 人 経 環 計 計 災
川 事 理 境 画 画 害
課 課 課 課 課 課 課

（
建（ （ （ （ （

砂 道 道 道 道 設
防 路 路 路 路 部（ （
災 河 整 整 整 整 総 治
害 川 備 備 備 備 務 山
課 課 課 課 課 課 課 課

土 土 土
地 地 地 （
改 改 改 生
良 良 良 活（

治 指 指 指 振
山 導 導 導 興 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二
二 二 二 二 一 一

２
利
営 の表 非 請定

申特代

） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 一 一 一 一
一 一 〇 九 九 九 七

立１

証成申特代主定

認平
の

定 請た款 の
請７営 のるに 表 申年非

が月利事記

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
五 五 五 五 四 四 四 三

北

〇 〇特 海

特 特定 道

定 定非 告

調 調営 示

達 達利 第

契 道 契活

約 教 約動

） ） ） ） ）
電話

ペ
一 一 一 一 一 ー
三 三 三 三 一 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇 〇
一 一 一 一 軽 特
般 般 般 般 油 定
競 競 競 競 引 調
争 争 争 争 取 達

道 入 入 入 入 道 税 道 契
旭 札 札 札 札 立 免 札 約

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
軽
油
引
取

札 税 支
幌 免

年人
法 たの 動 っ活者 あ

平エ蘆

日称名
名 月の氏

ニ

と実と成ス田

々・こ

共施を

務載 者 あ

にす目年コ科

の所さ っ日動 っ あ６活

所た 年 の人のれ た法 た

地的

、名在目 月 での氏

平足鈴釧

第
条

同日称名
ひ市の

項成揉木路こ

２

み の
規年健ろ星法

に 育 に促 号

係 庁 係進

る 十 る法

落 勝 入告
札 教 札平

者 育 の成

等 局 公
の 告 告年

公 示法

示

号
７

第
律

川 の の ア 税 幌（ （ （
土 実 資 物 物 イ 証 中 物
木 施 格 品 品 ヌ の 央 品
現 に の の 民 亡 道 の
業 関 賃 賃 族 失 税 購
所 す 借 借 文 の 事 入
告 る ） ） 化 届 務 ）
示 公 の の 研 出 所 に

示 実 資 究 公 係
施 格 セ 告 る
に ン 入
関 タ 札
す ー の

庁
医 税

公科 証
大 の 告
学 亡
告 失
示 の
届
出

４

足こと月

、る的６子

によ。

みにる日

揉とす

康住
健域
る地

より

一 づ民

一

が人
係増
に康

り健
くの

、

に月研浦は

定６康子

分

り日会通自

よ４究大
康

す北目健

告丁の

公４
自

。道番は

る海４

知

分

第
）

る

堀守
で 号 事

第
条

示

、
り

よ
に

定
規

の
項

１

る 告 公
公 示 告
示

企す
を与
業寄

事に
る進

人

也る
え

達考
と
、

画る

り
お
と

の
次

三 二設

〇 八
二 二 二 二 二 二
七 六 五 四 四 二

二
二



５
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

北 海

４
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報

載
記

に
款

定

第

３

る 表 非 請た 定
申特代主

動 っ活務 者 あ利事 営 の

号

主定

平た款

成るに 十

事記 三
年務載
七

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

識査

平宗菅稚意調

日称
ル市のと及

成谷原内こ
６人動研

年ン緑法行び

さ

月ン丁は並究

６ル貴

所た 年人のれ 法 たの所

称名地的

名在目 月の氏

れ護

平い関中モな介

日

郡のトた福

成け川こッ

だ

でに

年ケ久池法ー町祉

は痴自寄

６ア子田人に

高す

的
目

た
れ

さ

月セ町

こにっ業齢る

似め立事

の、て者者こ

そ利障を

法福、とやと

の所

はサの用害目

人祉

在 月の氏所 年人の 法 た

札

日称名地

名

域成利町幌

関こ地平権
擁市

とと
の、の

市治区

ス及人年護賢西

ー、と月民琴

ムび々６

所さ

月のれ 六

所た 日

地的

在目

金

幌クこ

札ー

曜の 市

法 号 北

日

倶目、び活

北は 室 区人

市に動 日楽

践

９自会実

部番民社、
、

まを動

が運活

号ら機
る活

くす援

づ成支

ち醸
にに情

動め、

活た動

り

性らす

７ン字、呆分与

日タ旭
っ人くこ

ー町ゆ老しる

りルらを

丁くグ暮と

５
、ーし目

目
地っホいと

番いプて的

２ょムこる

のしーくす

楽をで

、営が

に運と。

係ののと

、ー関者者的
祉る

祉スを対福す

福ビ
ー提滑なの。

サを円等

スす好係進

ビ供良関増

利事も確、

のるなをと

者者にすの

用業の立そ

人利るこ権

のとする人

民の７福似

権用活と擁

のオ条

な族心日祉１

ス

流ブ丁

ミ化交ン６

コ文
はマ１

ニ紹をズ目

ュを
ーすかン番

ケ介

シるる機

サ

ンとと・

ョここ構号
シ

サ隣目海ン

をでを北

西本

条日

８、
ポ国的道

番語

２国

目母

丁を

６語
と

報

ピ々

ャ人

キい
な

号し

動及

す活信

画発発

参啓

８

、
る

非 請た款 定
申特代主定

軸き

利事記 営 のるに 表

を住域

」、地

くにる

し

７
非 請た款 定

申特代主定

に護

利事記 営 のるに 表

っ寄

守のをよに

を者動
、、

たにいて与

る間行 るン

ト人すイ

ーのとャ

６
ると。琴

す々
非 請た款 定

申特代主定

タと

利事記 営 のるに 表

務載 者 あ

ラ機

ク療

ル医

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

創平景勇札

日称名地的
市の

鹿造成観田幌こ

て

プ 追に

載 者 あ

町寄年ロ常中法

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

河をり手

日称名地的

名
海野東こ中方・

平北中
道郡の心の地

成

てる

年ツ一鹿法と研域

いをう、こ

い実次培よ

を

種広で通、保と

品を

務載 者 あ

が報、じ啓健

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

清札しが図

日称名地的

成用水幌こた、り

平薬
草市の家実、

を
び進

年木中法族際薬

６ジ夫央人

活る
約図

集

南、

びす月ェ区は

及与

ク 北る
道と条海

海こ日ト７北
の

のを西道

農目

４に

村と目土

山的丁風
わ

性。さ

活る番ふ

のす

追人し究づ
・ルし

化カ

月リ町はた・く

６ー成
ズ瓜、体開り

・を担

日ム幕鹿験発の
手

会２町交行い

協東追

育

目び型とを

丁及流う
す

番海光も成

９北観と
ツ事

にど、る

地道なに

、発の目

けツー業

お、

手、庭容と増的

、し自

務、す

つ食、易実進と

へラそ相なる

か卓テに
事び

ののスの談ら。

ず
ま用室物業に

ま採、作
及採促社

、を内をを、
す教

だびび収進会

ま呼
数け同、る育

多か共し

人全は用
存る菜自もの

庭区は員、草

６家昭央

栽北、を薬木

月

家対用の 日培

のに木に

会条族象草中

健、のは

西
目管在部よ

丁康現一、

番者食あ美

１理常でり

－あてとで

１でしる味

るいのか

、的
い目
行を
をと

動こ
主。
をる

民す
市と

一体

二

域円景

地ムい

ま
た
し

と

形

の山観

ーリを
の３の

化－成

文 、

域ズムい

地リズ行

る
あいっ

くの担も

づムの

活と進

在も園家の推

り

寄

てとの用しに

しので
る家きも与

いす自で、

事。栽るっす

る

主る認つ
価

を菜の養

婦野識栄 号

実を高

心果知の

中、周

推
の

り
く

づ
ち

と



関成区

のの平

次そ地彦

地

平 区係

成 に書年名マ

十 つ類７

三 いは月

年 て、６事農

七 、平日免

北 海

北 別

海

北

土町

道

海

土平 道地

告 地成 告改

示 改 示良

第 良年 第法
区７
の月 昭

号 行６ 号

う日

和

道 公 報

非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

第

９
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

月 道成農

六 道 営

日

改月業

地７備

土年整

良
事日

金

のら
業か

曜 の 土
地日

日

良、
改間

第良
律改

法地
年土

維
理 第
管 ）
持 号

）

たの所さ

の １
業 第
事 条

月の氏所た 年人のれ 法

ヘ目

日称名地的

名在目

ア谷樽こル的

平ケ東小

サ市のプと

成

人動る

年ポ規高法活す

月ト４はや。

６ー克島

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

と

平江大江立び的

日称

進常す

成別木別こ促日

手市の

活。

年を永大法の生る

高はめ支

６つ司麻人た

り寄

援くに

支づ築

月な こ献る

る貢す

図に与

を

北

更縦

種 変の
業般

事一
す知

を供道

画に海

計覧

北

。堀

た。
める事類

定

を 規
止 の

廃 項

覧道
海
縦

道 り
し海 よ
可北 に

認 定
成

事 平
。知 、
た

堀

お丁、福

月
６

年

護活

日た目介祉

る

い

号助行

６介を

番、動
護
援介
支域
立地
自、
、

ぐ町、、援

め祉
た福
の

番的域動

日育３知地活

の害活福

会地障生等

成

援の

３者支祉
寄

のテに

）ス進

児シ増
築る

擁構す

利の与

権ム

よ環を

に、と

としこ

護

す

住共と

、と的

り境目

の持
体た。

主しる

民生

達渡

くな
づ能
ち可
ま続

定
所庁

也支
場島

北

森を 海

解平 道

除成

林 庁

告法 経

す 示 済

る年 第

予７

昭 部

和 林

定月 務

達

２３

本

也 、
日

立立次

指指アイ

定木木 主間の 定

におの 施のの 伐伐と次

のの

係係り図 の伐伐 に

定１
ムを
ー実
ホ充

北

森す 海

る平保 道

。成

林
告安 法
示

年林 第

７の

昭
和

月

目

会営を

社運と

ととこ

、たそに

項水し覧
自及

成

地規農。の供平

土の
改定道関す

良に、係る

り土類７

法よ客書。年

さの
・会
り社

、）は月

と構

海
北

豊

第
示
告
道

郷

で６ 号

。
律 びる

法 及あ日

年 課
文

第 礼
町

に第

場） 役号

備
」 採採 業

い２

置の

え条

立森す及 目のの

るると

は度。

木林るび 方限 要
的件法の

土をのと

採次の

伐、次

り」

の止おり

砂禁とお

の。す、

壊るとは

崩す

防る省

所

６ 号

第所

律場 法日在 年

郡次 第

文て ）礼い 号

礼の

昭

大示 ２

町に の

文図 条

尾事北日

和広）、６

土十

法のの道

年町業海

土改支

第う地勝

律行
地良庁

え 第
良業備 ）
改事に 号

計
楽画置

古のい 条
号

合整
総画
帯区
地、
畑道

暗
備、
整理

成層
育土

手、
いょ
担き

供規

にの

覧項

縦２

て第

道 り

。海 よ

る北 に

す定

）

一 知 、

三

し

備。略

う

堀 よ
の

事 次

書
係

関
び

及
面

図
の

そ
、 分 項

香部 １

字す 第

を
類

トる 定

字限 規

村に の

深
イ り

海ナ） よ

北ン。 に
、

道
知

次
の・ 事

よ堀

第
区更、 ３

地変て の

う

項
盤協成 ５
基の平

整議

い
促つ７北 お
備に年 に

道 て
進い月海

て
盤査か事 用
基審日知 準

堀 る
整のら す
備結

）
］良
型改

］果日 同

に

北
農
、

水
排

用
用

道
農

道
海
北

指

也 の
林

達 安
保

支
谷

宗

を

筆 林

達２ 安

上 保

以 に 、間 法

指つ
也に

条
業当一達 ８

農適、 第

定縦

用決の也 第
用と般

庁
支

高
日

道
海

１排



線
上

の
滝

別
士

北 海

路路

路道道路夕

道

１２
のの張

法

名

和類線線長 昭種路

沼

道区名線

年、

道 公 報

北 ２３４

海
道 事起起図

告

業

収使業面

示 用用地の

第 の業を縦

のの表覧

種示場 部部号

類地分分る
す所

第

１ 北

土

３

海

地平起 道

収成

た解

告業 目

用 示 除 的

法年者 第

７の

昭月 の

和６名 号

日称 理

号

除所安

解場保

１２

平予林

成定と
十保し
三安て
年林指
七

滝滝
郡郡

別別
紋紋

の定

町町
上上

域

法

先先
地地

１５
番番

び区夕夕

第及

律道
縦張張

仁 第

場由由 ）覧郡郡 号

所仁
町町

１

本本 第

熊熊 条
項

背

妹北な妹

２２

の番番

役

町雨町

牛道牛

背海し
牛

ー背

サ妹

イ郡場

デ竜

セ字

ス町

ビ
牛

第背

律妹

由法
年

農

町

と第 地） 用号 道

定 め規 たの る条 す
月所さ

六在れ

日

郡の

磯害

上風

金

内備

知防

曜

字
町

日

後後前後

ら
か

内
重

よかま

に先先

定地地

規
の

変後 路
道

、

間 りらで

次
を

域

前別 区

更の前

敷

の

内

居地

ー牛

タ背

ン妹

地

り
よ

に

業
事
備
整
門
部

住

事 お知 と道 の海 次北 、
認

の
業堀 事

り

の

でらで

まかまかまかま

でらでら

との
員らでら りかまか 幅 お
決

延 更２

道
国

長

北

道しそ週 海

たの間平 道

。関、成

路 ら

告法 紋

係一 示 別

図般年 第

面の７

昭 郡

和 遠

は縦月

２３
。
た也 し

を達 定

軽

成路路

平道路道区紋

１
の線の

別
郡

月

軽 ７類名域

遠 年種区

関ら

たのか

しそ日

定の

北

は、
面間
図週
係２

。

区
複
重
の
と
等

走
網

道
海

幌

覧札
道

海

縦北

間

、覧６ 号

豊海供

法 字北に日

年 町

建る

第 里道す

律

設。

先路 第 地道 ） １部 号 番

整

６

町

及 １

課 第 で備 条 ま
丁 安

４ 道軽

町 日道遠

東

間か
先

地
１

番
３ 線

目 国 建覧
道縦
海の
北般
、一

整。
路る
道す

部供
設に

木
土

所
業
現

木
土

及
課

備

事
知

道
海
北

所所
業
現

場

び 項

堀

次 の

の 規

縦 定

に 、

所 り

で場 よ

ま覧 に

て 域

い 区

置 の

え 路

備 道

、 を

敷
地
の

海
北

員ら
か 幅

道延

知
事

木
土

走
網
道
海

北
び

堀長

現

一業

四

示 の

告 次

也
達

え
備
に

所

国重

変ら
か り

日 お

の と

置

の間

也と区
等複

達道

示
告
、

て
い



水先

２３
路道区上

町ま 番 路川

平

１ 線の郡字で

成

地 区清清

十

先

名域水水

三

か
町第

年 字５

七 北清線 ら

北 海

更の１ 北

道しそ日 海

、のか平道 道

同関ら成路

路
告

の

法
条係２ 示

第図週年種 第

２面間７類

昭
和
項は、月

の、一６ 号

規北般日道

年

道 公 報

成

のか平道

そ日路道

の

江

関ら

線 係２
月庭

面間７恵

図週年別

北般日

、一６名線

は、

第

北

道 海

路 道

法

沓

告 形

示 仙

昭 第

和

法
志
鴛

年 号

線法

泊

号

マ線
リ野

ト原
ラ上

シノ
滝

プ
ッ

月 上 清水

六 水第番 川

日

線
水間線清地

清７１ 郡

変後

金

前別
更の前

曜

日 敷
地

第に道縦

律定海の道

法
よ建覧

り設に
る 第

路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

供江江

海の

す北 の
始び

設に市市

建覧別別

道縦

開 道す野野

部供東東

用

路る幌幌

始 整。

地地 及３４ の 課番番 備
第

律

かま 北先先 区 び

利利
尻第 利利） 郡郡号 尻尻
尻

泊２ 蘭蘭第 字字条 町町

項 泊

の

滝
郡郡

別別
紋紋

規 番番

２
町町

上上
滝

先先
地地

３３
番番

の
員らで

かま 幅
延

に
。道 定

る海 規

国重
長

道

木海 、

土北 り

広 よ

帯
に 区

所事 の

業知 路

現道

海

い の

置 次

え を

備堀 域

土北供平 幌
札

道間らで

木海用成
開 現道

業知始
の
期 所事

定 １１

い
置
え
備堀日 に

でり かまよ 先先に 地地

の
路 前後後道

の
次
、 ら

用
供
を

前後

ら
か

の

の間
と区
等複
道

北

公埋 海

有立平 道

水て成

び

告 数

面の 示 量

埋免年 第

立許７

法を月

変示
告也 り

、 お

て達 と

川

河廃年廃廃

１２３４

地地

敷 川敷日敷

川 川月

、
て達

がの 等 の等等 地

示
告也

北

河条そ 海

川のの平 道

区規関成 告

域定係 示

のに図年 第

変よ面７

更りは月

開
始

らでる

かまかまかます
。

らでらで らでらで

かまかま

道け道け

道お道お

し６ 号

正。
大た日

第
律

法
年

類 位

名生種 の

２
第
）
号

二平左右土

称た置及

じ
級成岸岸地

河
川年有ま有ま

長７珠で珠で

流月郡郡及

川６壮壮び

水日瞥瞥同

に、、６ 号

廃と道

りの海

よ次北日
木

地告土

敷り蘭

川お室
所

後生る業

がす現

等示

稚
道

海
北

の備

たに

じ。

士る士る
内

別 別

滝 滝

の の
にに間

線間線の

上の上

定北

規
の
項

１
第

条

同同

よ道

に海

一 り知

五

系町町字

と
の堀

次
、事

壮字字

町町３ 川之之番 瞥滝滝
地
先
ら

番番か

先先字

地地同

かか

同同番 らら

でえ

、置

河い

川て

海

行に北

で施覧

ま法縦
す道

令供

昭る知

和。事

年堀

政

土
木
現

也

有
公達

り
お

ら 所か 業

面
水

地 字字
先
１で

番番ま 達

第
令

先先

地地

第
）也

号



ののの

２３４５６７８

地地地地地地

のののの

点点点点点点点

地

北 海

面立位区

埋
ウアイ

置域点

す地

関の

に１

て
積る

道 公 報

ののの

２３４５６７８

地地地地地地

のののの

点点点点点点点

地

第

住代位区

埋

イウアイ

点

氏地

の区の

者１

表立

所名域置域

号

１
免免

ア

平許許名

成のを
十

年受
三け

年た 月

七日者称

１２３４５６７

向
ののののののの

地地地地地地地

点点点点点点点
らら

のかかかかかかか

方方方方

地ららららら

向向向向向向

点方方方

角角角角角角角

向
６

の幌び次地漁－

事
工

施泉にの点港
と 行郡原

１ 区え点 番 域りの９
北 も地の

字か点、 緯 町点地
を＝ 度 笛らと

舞

９結分

１２３４５６７

向
ののののののの

地地地地地地地
かか の点点点点点点点

らららら 地かかかかか

方方方方方方 点ららら

角角

向向向向向向向

方
角角角角角
５

札北幌次地漁－
港 幌海泉の点
と原 市道郡

点 中知え１

央事りの８
北 区も地の

字か点、 緯 北堀町点地

３

を＝ 度 条笛らと

西達舞
８結分 ６也

月
六
日

道

成海

平北

６
年

金月

曜日

日

度度度度度 度度
分分分分分 分分

の のの秒秒秒秒秒 秒秒

方方方方 方方のののの

向向向向向 向向方
地地地の のののののの

地地地

番のん
地だ秒

、点線
まに）

をっ東か 番でよ、
ら
方 、順て経

次囲向

結れ角 度 番にま
分 及んた

びだ区度
秒 ５線域
及分

度 度度 度度度度
分 分分 分分分分
秒 秒秒

ののの ののの 秒秒秒秒
向向 方方方方 方方方 の
向向向向 向

地地地 のの ののののの

地地 地地

丁番のん
地だ秒 目

及点線

びまに
でよ、）
か

順て経ら 番をっ東
方 地次囲向

の結れ角 度 先にま
分 公んた

有だ区度
秒 水線域

点点点点点点地 面及分

点
○

て
面立位区

埋
ウアイ

に

のの関の

番び

秒 地
並の＝方

先１の

点点
のののののののの

区
イ

点点 点点点

のののの

び

秒

２

の＝方

１の

住代位

免免埋

アイウア

年受者 のを表立

許許名
けの区

立 面
埋
ウ

域点

地地す地

のの ９地

次○上

事
工

点点積る置
の久
施遠のの浦 のの

行郡○地漁 地地

区大の点港 点点

域成地と
結
港 らら町点を

漁 かか
向向上らん
原 方方字か

角角浦○だ
点

点点

地地地地地地地地

点点点点点点
地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

点点

地地地地
角角角角

域点点

上 次

分ののの

地地地 、 浦 のの
地漁

かか ＝ 港 の点秒点点点

方ららら － 漁 地とのか

港 点を
か結向方方方 原

向向向 らん点

角角角 だ

日者称所名域置

た氏 月
成海幌海遠

平北札北久

道市道郡

区町

６央事成

年中知大

北堀字

月

点積途

地用

条浦

日３上

漁
港 ８

施 の

設 地

用 点
向

方
ら
か地

３の線北 番地に

２点よ 度度緯

地まっ

先でて 分分度

を囲

のの順ま分 秒秒

次れ

向向にた秒 方方

結区
ん域、

だ東

線経

の及

度度 度度度度度 度

分分 分分分分分 分

秒秒

の ののの 秒秒秒秒秒 秒

方方方 方方方 のののの

向向向向向 向向向 方方
のの

地の地地の ののの の

の線北 地に度度度 緯
、 点よの

まっ地
＝ でて点分分分 度

順ま分秒秒秒 － を囲

ののの 次れ秒方方方 にた向向向 結区
、 ん域

） 東 だ

か 経 線
及のの

地

丁２

６也番

西達３

ら

角

面
水
有

公
の

先

目 度
分

方
の
秒

一向 六

の 地び

点○度 地
点の
地分

点

点地点点地 地地地

と秒

の

点点 点点点 び地地
点点 度地 方

点 向 の
地分角

点

点
地

の

と秒度



１
しし埋

アイウ

平 ゅゅ氏住代

成 んん

十 功立 功名表

三

又者 認認

年

可可

七 を

北 海

の 北

公埋 海

有立平 道

水て成

ウ

告 埋

面に 示 立 面

埋関年 第

立す７ 地 ○

法る月 の の

工６ 用号 地
点積途大事日

道 公 報

○○○○○○○○
地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

第

○○○○○○○○
地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

号

○○

の区 はの 点点
地地

のの

月 受

六 名氏 け 年

日

札北

日者称所名域

た 月
平北

金

道市道

成海幌海

曜

６央事

年中知

日

北堀

月区

し
正の

漁年ゅ ○

港法ん の

施律功 地

設第を 点

認 用 か
向第た

方）し

ら地号可
。 角

条
第

○○○○○○○○
度

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

度 度 度

○○○○○

度度度度 度

○○○

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

○○
度度度度度度度度

分のの
地地 、

らら －のかか ＝秒点点

方
向方方
向向
角角

度度

目

北丁
６也

西達
条

日３ １

堀
事
知
道
海

項
の 分

規
り 向よ 方に の定 秒

、
次

り 点お 地と のの

分 分 分 分分分分 分

秒 秒 秒

の のののの 秒秒秒秒 秒

方方方 方方方方 ののの

向向向向 向向向向 方

の の の

地地の 地の地の地 のの

点点 点点地 点地点地点

分分分分分分分分
のの

秒秒秒秒秒秒秒秒

方方方方

のののののの

向向向向向向

方方方方

向向

地地 の ののののののの

点点点点 地 地地地地地

、の

点点点

地
＝点分分
秒秒 －

のの
方方
向向

）

達

点点 方

地地 ら

のの か
角

向点点

面
水
有
公

也

位区
アイ

度

８９
地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

点

８９
地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

かかかかかかか

点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

かか

の

点
地
の

のびの除漁東

地 経 港 地に地く

点 点。原 点

点 とのと
地三

点し

度

地 の８順

地の次－点のと、

点地に１と地
地地

か点結のを点のの

域域
区

イ

らとん地結か

を

丹のと

積次点

置
郡

らららら

丹地ん

積の結

方方方方方方方

ららら

角角角

向向向向向向向

角角角角
５

度度度度度度度

分分分分分分分

一 秒秒秒秒秒秒秒

七

方方方

ののののののの

向向向向向向

方方方方

向

方方

らららららららら

向向向向

方方方方方方

角角角角角角

向向向向

角角

度度 度 度度度度 度

分分 分 分分分分 分

秒秒 秒

の のののの 秒秒秒秒 秒

方方方 方方方方 ののの

向向向向 向向向向 方

級 の点の）

基か 地か地
と準分ら 点ら点

方 と点向 をのを

角 秒 結地結

、 ん点ん６

だまだの
地 線で線度

にをに＝
－ よ順よ分 点

っ次っ北 てにて秒

緯 囲結囲の

をだ点んら点点
とか の結線とだ
線のをら 地ん、
の、地結 点だ

点んの ま線の地

線点

で、地点のまだ地

点をにま

を８点と地で

結と順よで

順のとを

次地

次っを に点－ん

囲次

結か１だのにて順

点んまに

んらの線地結
とだれ結

だ１地、

、

大と線

町点だ
線３点

字
日の

と

字と点

町点地

司地の

日を

司結
んの
だ地

を 先、と 地線点 番

地地地 のののの ののの

点点点 点点点 地地地地

点

のの

地地 の地地の のののの

点点点点 地点点地 地地

点点

まんま方

れだれ向 度

た線た

分 区及区

域び域
を秒＝ 並

区だ

、のとのを線たん

地を地結及
。及

の点結点んび域線

地まんとだ
線のたび 点でだ

とを線の、地だ

、

水点だ 有地ん 公の結 の

、 面と線
地



ロ

北 海 道 公 報 第 号

平
成
十
三
年
七－

地地

ののののののの区

点点点点域

地地地地地

次

点点点

地１

のののののののの

点点点の

地地地地地地

かかかかか地

点点点点

ららららららら点

かか
方方方方方方方と

地地地地地

ののののの

地

点点点点点
漁東

点 経 港 のののの
原 地地地地
点 点点点点
三 かかかか

か 級 らららら） 度
基 方方方方

地地地地地

ののののの

地

点点点点点
漁東

点 経 港 のののの
原 地地地地
点 点点点点
三 かかかか

か 級 らららら） 度
基 方方方方

地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

点
地

地地

－点のののののの

点点点点点

１地地地地

ら

地かかかかかか

の点

方方方方

点ららららら

か方方

月１

六ののの

日

点点点

地地地

金

地地地

ののの

曜

かかか

点点点

日

方方方

ららら

向向向向向向向
地

角角角角角角角の
点 度 度

と 度度度度度
を 分 分

結 分分分分分
ん 秒 秒

のの ののだ 秒秒秒秒秒

方方方方 方方線 ののの

向向向向向 向向、 方

の
地

角角方 準分 向向向向ら

点 角角

向
角 度秒 度度度

５ ６、
度 の 分分分分
地分 ＝ 秒点 秒秒秒

－ ののの

秒 の
方北 方方方

向向向の 緯 向方
向

度

角角方 準分 向向向向ら

点 角角

向
角 度度度度秒
６、８
度 の 分分分分
地分 ＝ 秒秒秒秒点
－
秒 のののの

方方方方北の 緯 向向向向方
向

度

角角角

ら向向向向向向

方角角角
０ 向

度度度 度度度 角

分分分

度分分分

秒秒秒

ののの ののの 分秒秒秒

方方方

向向向 向向向 秒方方方

の
方
向

角角角

向向向
０
度 度度
分 分分
秒

向 向 方方 方 のの の 秒秒

向

のの点

地地 のの地地と ののの

地 地地点点

点点の 点点点
月

年
許 面

免
ウ

ののの

分 の 地地地地 点点点

秒＝の 点

表
住代位区

埋

イウアイ

立

分 のののの

地地地地

２

点点点点秒＝の

有項ゅ氏

免公３しし
ア

市功名 年ん 水のん

許ゅ

埋町認 月功 面

のの のの の地地の 地地
ウ

の点点 点点 地点点地

面

日

点点点 地地地 ののの

ののののび ２３４５

及

点点点積号

地地地地番
平砂

点
か１２３４

成防 らのののの

第 方地地地地

年 向点点点点

－ 角かかかか

置域点
地

氏の
１ 区 の

者
所名域

札北浦次の荻

郡１点

分 伏 幌海河の地
漁 市道

河地５

秒 港 中知浦のと
漁 央事

法名を 可 日立村可又 認
け 年 び第受 のは 及

名
北

号第日者称

条た 月 番

道

成防丹成海

平砂積平

第町

年 年
８－６

イロ

点点積

地地
のの

地１ 東

点のの 経地地区区

点点計 かか

点よ
地に漁

点
地
の
１

度 三 結囲
点 をて

原 とっ
港

らららら月

方方方方７号

向向向向日指 度
角角角角令 分

度 秒度度度

の
方分分分 分
向

秒秒秒 秒
のののの 方方方方 向向向向

港 区町点の

伏ら点

、 原 北堀荻か地
点 ３

＝ 条町５と
のを－ 北 西達

地結緯 ６也番 丁点ん 地

度 目まだ 先で線 の

分 をに 公順よ 有
水秒 次っ
にて 面

月２月

結囲＝

号 方

）らら域域

令
日指日

方 か
分ら向向

方角角

向
角 秒度度

０ 、
度分分

＝
－の秒 分秒
の
方 秒方
向向 の

区準 線た基 だれ級 んま
び域点 及
１

地 点

の 地

６ の

一点 と

八

点緯 地北 の

の
地
点

点 点地地地 地ののの の
点点

んま
東 だれ
経 線た
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び域

方

１度）

向
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＝の点 点地

と
を度

結
ん分

だ
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成 第 年法 水の

十 面市

月三 昭 埋町

年 号和 日立村
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北 海

面
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道 公 報 第

代位区

し埋
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ん
ゅ氏住

を
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号

３

市

ん 水の
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公３し

法名可 立村認 埋町功 面

及

月 び年 第

六 法 番日

第 号第

律 条

）

平砂浦号

金

第町第

成防河

曜 年

第

７－条

日

６号２

月３

７８９

地地地

ののののののの

点点点点点積

地地地地

点点
６７８９

ののののののの

地地地地地地地

かかか

点点点点点点点

らららららら

かかかか

５６
方方方方方方方

ら

のののののの

１２３４
点点点点

地地地地地地

か１２３４５

点点

荻

地地

分 伏らののののの

漁方地地地
かか

秒 港向点点点点点

漁角かかか

ららららら 港

方方方方方

名氏 け
受区 はの

度 、 原

次の

者称所名域置域

た
海幌海河の地

北札北浦

知浦のと

道市道郡１点

中
央事河地

の

北堀荻か地

区町点の

年

第
河成

浦平

第日

条月

町

月
６

年

り
よ

に
定

規

令の

日指項 向向向

市
る

げ
掲

に
次

、

角角角角角角

向向向向

角

度 度度度度度度
分 分分分分分分
秒

のののの 秒秒秒秒秒秒

方方方方方方方 ののの

向向向向向向向

点向向向向向

角角角角角 分 ＝
－ 北
緯秒度度度度度

の

度方分分分分分

向

分秒秒秒秒秒

ののののの

方方方方方 秒

向向向向向 ＝の
地

と

３伏ら点

条町
のを 西達

地結

目まだ 地 丁点ん 番 ６也

有順よ 公をに ので線 先
んま
結囲 面にて 水次っ

業１
決

が
村

町

日

だれ

北

都を 海
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可成施

市
告計
し 示行 画
た年 第

。７者 法

月の

地地 地 のののののの の

点点点点点 点 地地地地

館

夕紋紋標標函函函

点

圏圏圏

張別別茶茶館館

市市都都都

都都都都都

計計計計市市市

市市市

画

画画画画画計計計

計

東

緑用下道土画画

点
のの 経ののの 地地 地地地 点点

千千千夕夕

度）点点点

恵都都

平歳歳歳張張

都
庭庭庭市市 市 成恵恵
都画画 計 年圏圏圏計計

た
月市市市用道

７都都

規に
１
び域
及区
線

北

都定備 海

にえ

千夕夕

道

よ置

市 歳張張

告

りい

計 恵都都

示

、て

画 庭市市

第

次一

法 圏計計

都画画

に般

都成
た平
し都

定

市土観

市 市

昭 の月
画７計 計年
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日称

和

市
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律札

法
年

第
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号

み
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条

却

域画場焼

地道区車地
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業
事
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夕紋紋

画地

６画計計計途路
張
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日画画

夕

類区
地
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途
歳歳張張 町

市千千千夕

昭

村歳

掲の 号

画区・げ縦

和 計地光
整流市に
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区村す

律 理地町供

法 路
業がる

第 事
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千夕夕た 第
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都

書日
図６画
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道
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北
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第

都村
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道 り
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規
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九
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お
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の
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堀
事
知
道

海
北

い
書 お
図 に

の 項
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市

る
北 す
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し 準

写 て
の

計
市名

設 第
建 法
道 同

海

い道

置海

え北

備
に
課

画

都
り

縦
の堀

般
一事

て知

也
達

事

也 画
計

達 市

部
の課

画 項
計 ２

市 第
都 条

。
る也

す
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に
覧
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金
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の 北

平よ 海

成う平 道
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年改 示

北正年 用第

海す７ 業の

道る月

告。６ 部号

地分示日

第

２
行業 市類

事収施都種事
行 業の画び 者施 計及 用

の間

業称 名期 部事名 の

地分称

号

都種事

平業 市類
成施 計及
十

行 画び
三事名

年業称期
七

社
会

式 中
表株

の行

の間

第

同

札及
市西

幌び号
の

区条道

平４海

豊岡北

地金

３目定

岡丁指

西４

成

札地札札平

３内融

条

幌内幌幌

市市圏

６

屯計月

区市７

北都年

道日

田画

丁業平

１事ら

条路か

月
六
日

幌成

札平

圏
市７

都年

金

画６

計月

曜

路か

道日

日

店窪店住中支

業平

事ら

支尻、南、支野店

央池

支阿

店支西口赤店北、

西五店佐

、店新支羽、

支、支反、谷

東、宿店

袋小店深店田西北

池西

田店

支山、川、支蒲支

新
、、、

店支荻支千店

ノ、宿

北道並丸店虎店

内馬門上東

海内びノ、

所東支喰支野支

道にに

、

事在京店町店駅店

知

店神支渋

す中、支、前

支地、田店谷

堀る央築

機

、
舗店支東支、中

店

納

岡収

西び

、及

目関

丁

機

目融

丁金

４理

条代

３

目成

４の

岡）

西関

、

、３
・月

田４３

屯・年

条

池

目源で

丁水ま

１号日

田
屯）

び通

及

成

３
・月

４３

・年

同

達

）
道
新で

横ま

号日

也 を

３部

条一

信
井

三
央

中

目次

丁

会
式

株
行

銀
託

目
丁
２
条

野支東店窪店住中

同
社

店北

駅店池、南、支野

支羽、支

前、袋西口赤

店山店西五店

支渋支小

、中、支、支反、

店谷

支蒲

新央池店深店田西

道並築支
宿支尻、川、

支内び地店

支店阪町店

御前店にに支、

店、駅

田

名堂支及所東店神

、

中東支

古筋店び在京、

丸る央虎店

屋支、烏す

、戸通店支ノ、

中店神

支山北支豊支居座生
央

支

店支本店春店支間田
店店

、店支、支、店支
市、、

栗、店東店鶴、
支が六仙

橋杉、川、間
浜店尾会台

支戸草口横
店中、支支中

店支加支

分武支尾佐支戸
、店新

つ寺蔵店支倉店東

支つ
、じ支境、店支、支

店

、

石ヶ店支小、店大店
支市

神丘、店作保、網
葉店川

井支日、支谷千
店駅、大

支店野東店支

店小

世支新
店、支村、

谷、岩

田

二支武支

〇

石

西支小

、関、

店蔵店

東店支荻支千店田

永店

支大元支舗店門上

、、

田、央鴨店店央

」

同
、

山高、前松野

、、

狭、 福、川

を
、

、国店
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成
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六 同同同 表

日

合合合
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日
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８
１
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同
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関

機

堀
事
知
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店阪町店収
び
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金
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御前店代
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筋店び

の

大元支）
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店
店
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店店名
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店新店
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、田
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北
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支

橋
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店川店

神丘、店作保支
支、大、

井支日、支谷
、店松野狭
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支世支新

、

、国店

阿支武支

、谷、岩

店田
支小
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佐店蔵店

店福、川

支永店石

北西

をに
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同同同

達

、

い河備

お整
、

川 て平基
方紙

法 縦成本別

覧

和 供７をは

昭 に年針」

整
次

」を
部
一

す月定、

い河備

お

川 て平基
方紙

法 別縦成本別

紙覧
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昭 」に年針」

河ベ
ン

、す月定、
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小川 幌川ツ

苫函札由当

館市仁麻、
法
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道
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に
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海た平

会）
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表
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り河 条

。日た略

年 省る６め省

、で、

律 し）のし

法 略
北、北

第

海別海
設 第

建の建 ） 道紙道 号

設と

部お部
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６
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第
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す
二

海業 、

北現 り
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土

道所
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一

丹 国
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に 川

事び 河

小 規

びるび の
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木 よ
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樽樽 定

小。
二

業海業 、
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木
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島堀小 勝
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び
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牧
の り
た よ
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）
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表

事
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知

町
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を
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賞
受

達場 係

役 に
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同同
町
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場達所 係

役役 に 二
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次

ホ。
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公
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同同

決
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完平開れ 道

了成発る

市
網

区地

計
し 走画
た年域域 支

。７又の

法
庁

月は名 告

６工称

昭
示

日区

和
第

北 海

整い

川お

備て平

基別縦成

本紙覧
す月

針は供７

方」に年

め略。日

定省る６

を、

道 公 報

河備い河

整お

川川 基て平

法法 本別縦成

方紙覧

をは供７

昭昭 針」に年

定、す月

和和

た略。日

年年 め省る６

第

河備い

整お

川基て平

法本別縦成

方紙覧

和をは供７

昭針」に年

定、す月

た略。日

年め省る６

号

縦成
て平

い
お

平覧
成に年
十供７
三す月

年る６

七。日

に 年

含 号

第
律ま

法

紋
町 第

軽 則

遠 附

郡 ）

別 号

の、
たし）

田 項

学 ４

支

紙建
別道

、海
で北

庁

公課
り川

お河
と部

の設

告

律 のし）

法法
すび

表及

、北

第第 で、

律
別海

第第

の建 ）） 紙道 号号

と設
お部

１１

公川 第第

り河 条条

るび のの

す及 項項

表課

、北

第で、

律のし）

法
別海

と設 第
の建 ）紙道 号
お部

項
表課 １

公川 第
り河 条

るび の
す及

月）

六
日

金

曜

日

９ に

海目 定

北丁 規

２ の

支、 次

走２ る

網番 よ

道
太 行

３ 発

長番 開

庁９ の

土
。館

る函

関

田 に
為

示

事

並知

所道

業海

現北

木

室 規規

役
町
成
大堀

に
び

木 よよ

土 にに

蘭 定定

。
二二

業海 、、

現北 りり

び事 河河

並知 級級

所道

河 呑古

浦堀 乳上

に 川川

定
。室 規

役 に川

町 川丹

海 、

現北 り

木 よ

土 に

蘭
び事 河

並知 級

所道 二

業

に

町 川

別 恵

門堀 波

に 川

る

敏 す

堀
事
知
道
海

北

役

事

夫 工

デ幌

調納納札

アイアイ

身ジを身ジ医

全デ達全
ル大

用タす用タ科 入入

え
備也

に
場達

コルるコ

協１ 札

次な定 幌

のおの平入 医

と、適成調 科

達
札

おこ用 大

りのを年を に 学

一入受７す 付 告

般札け月る 示

也 河る

に る係

場達 係に

川え河

備

免の
税種
証類券券

記番

川え
備也 河

に る

場達 係

平

次成
平
の
軽年成

油６

達

税日月

取１７

引月年

許

発及発

開所開

２３
也

受月

を名年

可氏可

許び

学 物ン

別

ピ線品ピ線が 期場 ン

日ーレ所途

ュテ等ュテ

示

タビ仕タビ指

ーレの
置等層置す

断装様断装

入装所

影影場

撮撮る

層

る６物
す

明
説

置札置

装

競に 第

争係。日品 る

入る等 事 号

達名

札調項の
び

下、及

以は称
数 入

と月
」４
札年量

い

号
及
び号

札 枚数１１

幌 業種漁船

医 有
効科

期

大 間

に効
証無
税降日

免以６

支

は。
てた

いし
つと

庁

び

た及

け日

油
軽
税

免
、 野成

紋天平

住号

の番

者
別
郡食

平

別業月

湧工９

上品年

式式及成成

１１書平

び
要年年

求３

仕月月

様

マ
う日

。
る

よ
に

書日日

ュ幌

実シ札

をケ
）ラ

。
。成大

る作科

すで医

施

瀬株

府
政秋

た
れ長

さ学

免者学

式

証所郡会

税の

告

に在瀬社

記地示

町瀧

さび本秀

載及町山
澤

れ名
た称

商

業
売店

販

公

ら海

か北

者
用

使

告

旨庁

た支

し山

失檜

亡道

が
出伊

届
の長

町
社建

兵会網

北限
字有日

区代第

１指

村
表
取－ の 二２締７

二

関
に豊

達
調野

野
天

役号

海山 税
免支北檜

る
す明

あ藤

付名道庁

交支 証庁 広
光

、
で満

の
た
っ



開

アイ

平 全平デ平

成

札 身成郵ジ成郵

十 送 送タ 用

三 コ年にル年に

年 ８よ場 ン８よ

七 ピ月る線月る

北 海

５
医執

幌幌札入入

札札入
場

央大の札札 中科行

市
１務及場日 南事所

区学

道 公 報

４

申査
約 申審

のアイウ契

請請項 を請を
条 請申申

示 のの な類っを し書行

れ提とす

けのた

第

３

者 るあ条

は

こ付ア 条 当こ当る件こ

を調と一か の の 該と該

札 達証達。般ら ５ 入 調

争ま ２ は 物明物競ウ の

にたに入で の 、 品し品

号

２
にい成が

札の平道

入次

行 参ず
海名

すに北指

加れ年う

者該道競

るも

月 場 場テ ュ

六 ー日合レ日合所

日

断午、装午、

タはビは
成に

層前平置前平

成 撮

同 時 影時

金 年じ 装年

置８分８。

曜 月月

日

日所時

条局び

まま

日日

務時

西総

議）

目会札会市室

丁課

区 中２
央 室市室

中 計幌

１ 区

南 央
条に
西 １送

条 南郵

法先は所

ば出き場 時方
け郵札査

な審

ら、

な期
。成請れ便幌結

い平申
書ば番医果

のら大申

年類な号科を

７

学請 月提な

務に

６出い－事者

日先。

局通 かの

定 定 方 関者関札に 規 地

あ、加め に 自 しでし参

る 法 迅る要資る よ 治 、

仕のこ 条 施 速こ求格と

令 ア。様審ろ 件 行 なと

一

フ書査に 付
競 和 ー記り 般 昭 タによ

サ載、

ーの２ 争

に当告争

政 ビ要の 入 年

に

要る第札

必す示入

なこ
規る

格。にす

資と号関
品止

物停
るを

す名
定指

着着

必必

にに

でで

のさ

））

る丁 西よ
目

医 札、幌 は札 目合
丁場

号学 科番大 医便科 幌郵
学事

大

務 基

総

礎－局

８示札務す

ら指総知

医

１よ市会。

月に幌課る

成区

ま作央室

日り中計

請西

申条

た１

し南

で
書

札

を目

類丁

び あ 第 ・等及 で 令 ス件

メを

る ン満

ナし掲 で 。

テたに の 号

スいる 入 下

ンてげ 、 以

のる資 札

制とを 参 令

体こ格 に 政

整証す し と

がを有 加 」

い
入て

購れ
備明る よ い

。
有と
をこ
格い

資な
の

。
と
こ
る
す

名所約本

る契契日

アイ

。関手及

とにの語

こ約
す続び

務 学

アイ

棟幌計

究札会

研課
当落での

る捨税相者員

た業す札あ一

落額て事

決加金者る者る部

札を

し
出
提

算額で金とかに

な
９

開に入

財を契要そ号

格

金 書 規札 っ掲札

約 務も
第時 入る額 作

則の てげ

。

さしか うう

札入に の

か

て者う す ）

れたど と

７８

いで第る

と札交交

保和る入落
札 証入
を北ろ明者 札 金年こ説
の

証 納海に書の 付付 保

６

付道よ

入
に
札下 札

開入以

本

るに日 在 加 保消 参 札

を称地て通

務い国

事お

す札郵電す

当用

担使貨

組医番番言

る幌便話る

の大及

織科号号語
び 名学

額なを免

定

称事－－通

をるをっ申税

にし）あ

た金もか入たし事

当た

る者

っ額っ免札者出業

てて税書は
とい

は当落事に、こが

載札。る

、該札業記落

格です決たと

入金価者

書にとある定だき

札額

、、

に１するこ後しは

。や落共

記円るかと速

に

載未のを

成

札係 のお

効び消 要 第い 有及る 条

税 項、 な否他こ費 １て

の 規に 札公等 の２ 入の
扱 に定 限に取 定規 に告
る りる 。めい よす る定

を た札 め格 し入 定資 ）

定 場方 の す規る交

決 金
付 こ第に方 納 る則。付
関所法法 の と

除。る

免 。号す

場

納下項幌の

、以事札

付医
学交

法務大で

方財科所

日税 し
費

は則事付

等規

す
と 時金と

」 う
等 よ 証

者
う る

い
当 じそ

相 同、
） には
。

貨

含 の
を 者

額 。の

及務

－ び局
所総
在務札

央線 計中内 会市

地課幌
室
区

二 南

三

西
条
１

に者企

さ満で問か札同

端入ず消が業

れの、わ

同消

金数札、費共体

た

参積等企費

額がに見税

等

当る加もの業税

にあ

た税の免 該とすっ課体

額は者契事場税 金きる

者で業 の、は約業合事

そ、金

の消額であ者

者に た

端費のあっ届 分

価な 落す 定し を関 予有

と件 の者 者条 格い 札る

のた る違 限し すに 制の

内、た 囲札し 範入 。反

」務す

は あ務札 で財入

務

令い総。

政と局る

、
。課

第う
）会
室 の
第計 条
７

海第 北ら びか 及条
道

た
の っ

） も
。 積

む 見
契

に
額５
金の
約分

及る
税す

費当
消相

るて出 の

目
丁 数税

か、書 ５

の 額に免そを に分 金等
を係税の提 相

事構出 当切る

、 っ規

すり課に業成す

効 最第無 て則
と 低

。

価各る
す の条 定
の 則
で 規

ま 務
条 財

消の
方上

地以
び額

昭め 税札
費入



１５ の
類券券

種
番

北 海

平免 次成
平

の

証

軽年成税

油６
７記

引月年

取
降日及 免以６

号 税日月

税

道 公 報

．

．

第

． ．

． ．．

号

ここ詳

平のの細

成入入は
十札札、
三及の入
年び執札
七契行説号

の
者

間
期

効
有

種
数５１ に効

証無び

道

つと枚

札

業 いし

幌

は。
てた

中

、 央免

道

軽北

税

税

油海 事

免 使道

務税 用札

月約は明

六は、書

日

。

達する

調開よ

、公に

続。
手る

金

停
の

曜

等
止

日

事
称
名

び
及

地
在

所

有
が

者幌

務

所

か中証

公

記 ら央に

告

務れ し事さ 失税載 亡道

業 届売 の長販 旨所た た
っ税 あ山免 が

出小

２
名

所

。
る

得
り

の政約政道平平

資次契

格令 い締令が成成

第 ず結第行
う年年 れの

指７７

、
で収付 の交 た証

にた

約り契資物

平契よ
るに

に調

成

品

に一す

度るを等

年係達

規１ 北

地定 海

に平資 道

よ成格

方
立

及

自
り ア治
、年び イ

一７調

法
ヌ

般月達

施
民

券券 券

のの もめ名月月 条条 要

争日日 ４４ 該に競６６

す要入直に 第第 件当必

い 項項 るな札前お １２
意関納て にに こ同にの

定り 。をす期引 規よ と

て指ま続 す競 得る限き
の２ 者入 い名でき る争
者停道年 札 るを

類

い競物種 お般る

の

へ

札の

北入等

て争品約格

道に種平ピパパ

海

格ソ

立参類成ュー資ー

ーソ ア加は

とル

イす、年タナ」ナ

７ール

民者に月等コいコ

ヌる

。ピ

族に定６のンうン

競６を

行

文必め日賃ピ

族

争日す

令
文

入る 化

札物

昭
研 研

に品

和
究

参北等 セ 究

加海の

年
ン

す道種

政
タ令 セる立類 ー

者ア

第
告 ンにイ 示

必ヌ

号
第。 タ要民 １以

道 ９１

立
ア
イ
ヌ
民

船舶
２

さを上 成の は止税以 未

の 者加 まれ滞そ 年参 含
排 ないし事 、を れて納
いいを 補除 いなて業 被

ん 人れ ）こな営 佐さ 。
い な。こで 又て でとい

者 こ。る 被る いとい は

ュ）ュ

。と 助で とこ 補

も一借ーー

化要るに貸

ー

究資の般契タタ

研な
す争等等

セ格と競約ー

。札賃

タ、る入の

ンは

契

締定公借

がにの貸

ー
も行に

しるを約

結め告

族

ととパす

うのう関

よ

な 号下 ー資文

政格化 告

」定究

令を研

示

ー う。タ いたン

とめセ

第長 ）所 。

谷

条

族
文
化

社
市会蘭

蘭式室

室株ナ

目ム
丁ル

４ン
町エ
鞆
絵

二マ 四

と あこ でい。 人な

ー
リ

ソ資

すしーる

、
て。 っ

当ナ格

る、
に該ル

本 の

め約ン下

定契コ以

北札道

の

之 項
１

一 第
５

道央所
務 中
海事 幌

税



６

再成格資資に有

作資約

平 格効 申しの格係

成 の期 請た有のる

十 有間 を申効有一

三

効の し請期効般

年 よ書間期競

七 う類及間争 期更

北 海

企

再次行格再

をアイウ

小有業 申申 のう資中を

とを企す組 請請

いこ格

又

のの れが有業る合

ず

協では 事方 かです等者

にきる

道 公 報

５

資時申資申

９たアイ資
出 請審 格か格請提提

格

午査類先査 出 審ら審書
の の後のをのの の先 査

在申 名 方 申５申提所再

請時請出

第

４
て格申

い掲及め資

つに
済小協い審

てげ経中び

、資産企業る査請

はる

き申の 当格業業組との

長協に。請

該要局等合

小はが同あの
時 中件

号

年

３

第 企
格律 小下

法 資中以
業中 要
等 件小

等 特第 同業） の協企号

月 とをび間は入新

六 す提当、札

日

者し期格落

る出該資の

、けの有決

はな間を札

４れ更す定

金

な手と日

のば新るの

曜

申なめで

のら続認ま

日

協法
書。旨す

請いたと

の組る業

由該る者同あ

該の合

す当合も組

当。
る
で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

格を。更す

資業く変有

はす称地請

を相）しる

の次こ

、で、る

はま法

に海海

成間にと北北

平
に掲

るり立札

年しげよ道道
イ市

月け申行ア幌

７な
日ば書なヌ中

６れ請わ
のれ族区

かな類け民央

な提ば文北

らら

合て期

企、行組っ時期

第、

等用官法は

業適う
条立

同な需３設

協し公
４際

合。格第の

組い適

協のに資

は合号に

又組
る有

組明げを

業証掲格

法同条 合 例協３ 組

合を

組第
と第 和」項 昭合１

掲 律。に 法う号 年い７
及げ 第）
びる

知

の通。

類のる

中協 号

日

、た

にっ

先あ

出が

提
先の

出１

提ら

該か

当

もで

得続でた者

指に

の

資の

う合るのそ

よ、あ

るはを成

す又格構

と併
る変

の渡すを

も譲有員

資りでし

、よ者更
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のおの 道

と、適 旭

おこ用

詳

川

りのを

細

土

、入受

は

木

一札け

、

現

般にる

入

業

競係。

札

所 説

第

名所のの

者契ここ

アイ

る関告札

あに公入

で約

行

をる内執

かす在のの

申事容

号

税相
イ

平事当落

成業す札
十者る者
三で金と
年あ額な
七

体

に当告争定業

るをっ

札設に

間所必す示入建
に工あ

要る第

なこ

共て

契北資と号関事っ

規る同は

約海格。にす
業の

結勇定指企イ

締道
翌郡るを体要

の払す名
般止あを

日占一停で件

役 事

ら村土さっす

か冠

名仕

のの

項務名要務

役
及道長道等

称道延車様
員

び夕幅
札

量新＝入

数張
得

説 線

明 北道

書 海路

争る 告

入調

明

示 書道

札達 第 に

旭は ２ よ

以、 号 る川 。下

土

入年 木

」月
札４

現

と

業

うマ
い日

所

出を予、

し務称地はは

北郵北電で開

る担定公

とす海便海話あす

こ当

、。

。る道番道番りる

織ア幌変

組立号札号
更 市 のイ

る

名ヌ－中－す

央 称民

こ 区－ 及族
び文北と

月か入た

六免札者

日

札

業記落

事に、

税書は

です決

者載

金

るこ後

ある定

曜

を。や

かと速

日

て

平木れてべ

わに

問か

事い単満

成工て、

３資い企し

年のな体た

をとにい

月格こ業て
と

ますっこ

日有。ある

。の

とア

こは。

でるて

に

要

川る

旭良よ

道改

所ネ

業ン

現ト

木岩

土赤

ケ
。ラ

藤

事

須工
）

長ル

） 告

をシ

示

。さ
る成
す作
施で

実ュ

も

達
調
府
政
た
れ

所化１

有

セ７得

地究西り

在研条
レ

総プ

ー
タ目。

ン丁る

費

ず消

７
・
１
ト

課ス

務

税

っ課

もの

積等

見税

、

あ

額で

金者

約業

契事

た

る

の

か

者査アイウ
特
、
を
件

はを
ア請請 の、申申申申 条

らな類 のかし書 請請 ５

３

彦
靖

件こ
条
特付
般
入 及構各特本定一

の

事設競
札 び成構定工建

員成建

イ
る
す
関
に

任現本連定特特

専関特

建

設で場工が建定定

建

階
５

業配代事あ設建

し比 本営

てな率 建工ん過
以 設事で去施おが

工、

税 の免 分

業にい

事

ア
に業

単
体２

のウけの ２のの

点 企の

定でば出 規時方 まれ提

な よ定ら ににな期法先

条るい平申け北北 るめ

道道 件
と。成請れ海海

書ば こ

川川 一
ろ年類な旭上 付

月提な市支 般
に７のら

争
は

り６出い永庁 競
よ

入事入
、 のの員設の工

出事札共札
地 要数の工

を、資共に同参
方 件は

資
治 す２比同参企加

自

す体格
法 べ者率企加業

、体るのの施 て又は業

た３均の特構審行 満は
し者等代定成査令

者設と昭 てで割表建員

は工し和 いあの

るる

工工

法置理にる工設設

設共事事

第で人係建事

きをる

同同

条る工設業同共共

で業企企

にこ事計者企

場務な体業業

規と現業

の

すに等いの体体

定。

と件、構

る専のこ要は
員

理で託。ア成

監任受

は

技配者の

術置又

ー の 法対る年し共パ 上

応こ間た同

昭すと実企セ 道

ト ト 和る。平績業ン 路

建成を体
し上 ネ 年設３有と以 ン

の度るての ル 法業年す

合 事 第種以こ施場 工 律
類降と工

に）。しの 及

実の 凍 ）つにたも び 号
第い、

あ 格 要で 資 の上 の 業以
に
。 際

と の
こ 査
る 審 件

先。山合 争 観
客

る
け

お

２の６同 入
、日

舎 で
の金指条庁 札

）示
よ目階 る

にかに丁３ あ
の
掲ら
り げ
で

地 資成 、番 る日作
申 に

を）た 札
格月し 入

て

る書 加
すで請 参
有ま

ここ分、事
同加政 ととの出共参年
第 以比企す令 。。６資
上率業る

でが体者

る成構な。

あ構ので号

と中員こ下

こ員成い以

。最はと

あ体」

で単令

大、。政

又き当び２

者では及、
の はる該

び

家と託要及

国こ受の

資。者件

本べび

を資す並

格とを

す若てに

有

はしア

主くたの

るし満

績に 結

技人ての

任

て

は限 対 、

、る 策 条

当も を にそ

と っ 定許工該の 伴 規の
るをに同す た す可法共

る業。 路 特受よ企る 道
空の ン 建て内体 ト 定け

面成 ル 業年断構 ネ 設４

員 工 者以

て
い

つ
に

項
事

査
審

的

上

二

算 八

う
どを よ

か類 し

た
し

定

審な

のし す
か出 と
う提 と又う

こ業い

る企と
る の第

他）

。は。

者面る、

術事い

工おと、

をにこ

にて、

事い。

と 事 で

上て 元 り該以し を あ当

延出 け か設、の 請 、建 数
定

評

、を長と資 つ業

、
が

値



契こおに契契

平 約とそな該約

成 ををれお当約を

十 数、が、す締

三 回あな共る保結

年 以らい同もす

七 上かと企の証る

北 海

保すをアイ

保証政国

以証る免険に
令 をとす険券

下金こ除

提団

消第 納。る会を公

付た。社 費
しだと出を

等、しのし含 条 税

道 公 報

６

に

保札

入開開札入入

入
及保加

金参 札札札証札
契証よ 日場日びし

第

５

道道執

海海札入

北北入

市土場

川川の札 旭旭行

山現及場 永木所

号

４
っを 行項 を

条 査
約 審

契
とす
た示

月 にじ認業で者

六 わめめ体あ金は

日

れ場と契

た、らのる、

。金

て明る合き約

っ証
結たきあ額

締しとに

金 し者。っの

、でて

曜

の つり、分 かあは

日 、、構

又、間たむ の

に こそ成

以 第 とは次にと。 ５ 」

いを。下 １ いこの道き

じ の 。にず被同 項 うれ
相えか険。 規 ）代れ保

該と又 に 当るに者） 定
地 り を債当すは よ 額国
む地る入方 知 含、する

金と

約う
。方場札公 事

者

金る

証す

時所時保

道平
送同同、

旭成郵にには

川

よ。。の

土年にじじそ

場の

現月る者

木８
業

は積

所日合見

時

条所日所

６業び

目画北北北山

丁企
総海海海郵６

務道道道送

部旭上旭に 番条

地

市支土る
丁 工川川川よ

契永庁木場
目 事
約山合現合

所
き場

地

課６同業は番

果

海話結

北電査
審

、
は

川申

旭号を

道番
請 土

者

現に － 木

通

当 ら者の相 れの員 － 業

該以る す当者す をが１

上 誠約が以 て契上額 べ
結模契 に締規の 実を、

証 しな除保 行しを約 履

保共 が

もこて金 たいい

め のそは証団 定 ）債合
の、保体

他入険と た

約類 格 の
知札契種 資 分

有 に
が証を及 を ５

事保
実の結規 す 相
確金締び

、を 者 す
と全し模 る 当

、 額
め又当ほ で る
認部

担一入同 過 以
るは該ぼ

着た

画）必っ

企木、も
金

部前約

務午）契

総
工
契
事時額

、

地
び
及

）税

課費

約消

舎入郵

条庁所

目階室番海

丁３札便北
号道
上
川 番

庁
－支 地

合

所知

道３
海舎
北庁

同

す
る

務線 総内 画。

企
部
工

の納 のとこを

課
約
契
事

るる件し あな条付 でと

、

会海開に入る

議北号ア

げ金を

札 の道掲札落額
決 決会る額加

の札 議議

札じ 去 上

をの入等算

時

年 入
をの保く ２ の

保部

札供付保間る

提納証す

９
落政範契要そ

第の

第。内の

札約 号 令囲こ

で契 者書 以
最約 の作

８

税
費
消
方

低は 条の 下

無入

第 公説 ） 方札交交 号 地
共明
書付付

永海
市北
川
旭階

の 条 団

証の数あれ種

イウ同
７

な事

保委政構回らが工

上じいの

令 険託成以か

約のにめと調

第 会契員

い保証

はの険

又次ア

社 提

にれ会を

れず険券

こ

要議札にし

に定 代か社

金

い当 す決及係た

おに

得こ消額

てた るをびる

２て 件たの費

、っ 事

告等該

には とと公税当
入 れはにの金

規、 さき

扱に

す札 て本定取額

定

る約るい１

る書 い契め
札未

格記 のを入円

資に

の 決成

を載 で締

定の 財の、

価地
他自 １規格方 方要 第務

法 に」も治 項則 法を否

いて 規とっ

る。札和 すう入昭 定
）
効法 合第有年 場

な律 を

項 物付 １場方 の交 第 体
又す ５ 等関所法 第 品に

の はる 号

海海海の 規 特事北北北
所 に 役道道道場 定 定項

の川川川で よ 務旭上旭
庁木付 同 調市支土交 り
達種永

、を全わ証認達
関 の 銀締員た明めに 条

たれす ５ 行結がっしら

過締場るる 第 、し、て

林道去結合と事 １ 農、

。 の 中を２しでき項 項
権間かそ 規 央債年、、
、共 に

庫者につの 定

金

り

のす又こ同 よ

そと国

し

えにと出
他るはれ企

すにと

国当間た

る該の
被

地場を。

、る道き

債
契者

そ、険

債は保

方合
事証る

知保す

他約と

の

落す関の

有さ 、結に満

る数

なた 札るす端

しれ
あ

者額 を条が

い金 者。

と し当 定にる

のに 決件
入金 た反き た該 し違

二 札額 場しは

九

は入そ 、の 合た、

財 仮札の

第
入第 除条

契は端 分 務

き札

海の
限） 北項
に号 、１

道規
る第

。

規よ
し第 務に

）条 財定
をの 定
者項 則り

た１

予
札定 和た
落規 昭め

業る 手工山合現す

者に

のの条庁所。 続事６同
舎企

目階総 例達丁３画 特調

務 をを

部 定す
政定事 る予地工 める番

課 有約 令の契

体 事

知公地ら業 知

平無

が工公すが が

事共方を
団て該 め

指事共べ当 定

約 資

す行体誠契 た

定履
金証種にを 格

る保と実
を行行 有

融証類履履 を

な る

関をほしし す

機券
の出同者い 共

と提ぼた

行

が金履

間しじでこ 同

又保

と部証

実全保

確の
担部約

る一契

めは険

認

し

提付結

を納締

保のを

の 規 る除当

す免、

供を

に 第 を無金 ５ 則 約、数

締効額
相 結とを

、各るすり

しす切 条当

。

海格
すり 北価
とよ 年定

道
海 規制

。北 道の
る、

と 企

第
令

政
年

７
成

則限

工とすると 業

にたくあ
契とる で

事きるこな 体
を、そ

行約をお 、

履。

。行

とる履

こす該

保そ

、
し保

だ証

た保

。



１ 北

次 海

の平落 道

毎 と成札 教

に お 育週

り年係 庁火 一７る 十

・ 般月物 勝

金 競６品 教

争日等 育曜

北

．．

海 道 公

．

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

手及札札、

続び及の入

に日び執札

お本契行説

第報

のこ約名所

員る契
アイ

る在 にす

部。関

一とに

税事

免

号

捨税相者
イ

平て事当落で

成た業す札あ
十金者る者る
三額で金とか
年）あ額なを
七

入の

をるをっ申

局日 札名 告

発 に称 示

行 よ及 第

りび ２

落数 号

道

し海

定北

決
を

者
札量

た

道
教
育
庁
十
勝
教
育
い国約は明

て通は、書

使貨、公に

用調開よ

す達する

る手る。

言続。

語の

及停

び止

通等

貨が
有

が当

者担

業を称地

事務

海海話

いす北郵北北電

組道番道道番

るる海便
川川

き織旭号旭上号

と
はの川

市支 、名土

山合－ 共称木－永庁

同及現

６同－ 企び業

月もか入たし

六っ免札者出

日

落事に、こ

て税書はる

価者載札。

札業記落と

格です決た

金

するこ後し

とある定だ

曜

のを。や落

るかと速、

日

。教

、わに者

で問か札

白
長
局
育
教

勝
十

庁
育

（
購
読 野

料

局
告
示

り
得
る
。

業所所条庁
舎 体在企

内 費総目階

消地画丁３
線 税務

番 等部

免工地 税事

が
書
出
申
者課

業約

事契

見税同

札、費共

入ず消
体

加もの業

参積等企

に
契事場

るた税の

すっ課
あ

、金者で

は約業合

者

るて

費のあっ

消額で

税

か、 等

金（
送
料 覚

と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

７
す
関称地

に在

約名所

契

４５６

す
出
提
を

る

契一一平 落

約般般成 氏住札

の競競 金

相争争年
札海

手入入北 円 名所額

係税の の に免そ 分

方札

事構 る

落平落

２３

課に業成

パ

者

ー台札成札

ソ×を

ル校定４氏

ナ１決年の

コし月名円
）

帯

を道道

務海海

事北北
十東

す庁市

当育広

担教
の育南

織教条

組勝３

る
道

及画目

称企丁

名局３

育

通京決公教

日東をの

た十

事千し庁

商都定告

会区続教

式田手勝

株代
３示

代田告

神局

社外育

及
締目１

取丁第

表

ンた
科所

ュ業住

ピ職日日び

式
１

タ）
ー

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

号
地

在課
所務

び総 役
章

本
橋
号

長９
社番

三
〇

ト法
株制
式文
会書
社課道


